
護
持
山
朝
光
院
天
性
寺
所
蔵
『
天
性
寺
聖
地
蔵
尊
縁
起
』
の
成
立
過
程

Ｉ
地
蔵
菩
薩
の
利
生
謹
か
ら
岸
和
田
城
史
讃
へ

は
じ
め
に

尊
縁
起
今
蕊
因
装
演
修
飾
記
蓋
為
開
扉
也
護
持
山
十
八
世
安
政
四
年
三

月
上
涜
慈
誉
仁
達
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
政
四
年
二
八
五
七
）
年

三
月
に
改
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
み
で
あ
る
が
、
小
稿
筆
者
は
、

縁
起
本
文
の
書
風
や
絵
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
に
作
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
を
推
測
す
る
。
な
お
、
す
で
に
縁
起
本
文
の
翻
刻
と
、
十
四
図
の
影

印
、
な
ら
び
に
書
誌
事
項
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
護
持
山
朝
光
院
天
性
寺
所

蔵
『
天
性
寺
聖
地
蔵
尊
縁
起
」
お
よ
び
「
天
性
寺
地
蔵
菩
薩
縁
起
」
五
種

（
１
〉

紹
介
」
に
掲
載
し
て
い
る
。
拙
稿
に
示
す
よ
う
に
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」

の
ほ
か
に
も
、
天
性
寺
の
地
蔵
菩
薩
の
利
生
諏
を
記
録
し
た
文
献
が
伝
存

す
る
わ
け
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
小
稿
で
は
、
天
性
寺
の
地
蔵
菩
薩
の
利
生

諏
（
以
下
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
」
と
略
称
す
る
）
と
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
縁

起
本
文
と
の
異
同
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
」
の
成
立

過
程
を
明
ら
か
に
し
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
の
縁
起
本
文
の
成
立
、
さ
ら

辻
陽
史

6９

護
持
山
朝
光
院
天
性
寺
は
、
浄
土
宗
・
知
恩
院
の
末
寺
で
あ
る
。
『
増
上

寺
史
料
集
」
第
五
巻
所
収
「
浄
土
宗
寺
院
史
」
「
泉
州
寺
院
開
山
帳
岸
和

田
組
」
に
は
「
天
性
寺
」
に
関
し
て
、
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
に
、
得

巻
上
人
が
建
立
し
、
以
後
、
寛
文
十
三
（
一
六
七
三
）
年
ま
で
の
四
八
年

間
、
そ
の
住
職
を
つ
と
め
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

小
稿
で
取
り
上
げ
る
「
天
性
寺
聖
地
蔵
尊
縁
起
」
（
以
下
、
「
蛸
地
蔵
縁

起
絵
巻
」
と
略
称
す
る
）
は
、
こ
の
天
性
寺
に
現
在
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る

縁
起
絵
巻
で
あ
り
、
天
性
寺
に
秘
仏
と
し
て
安
置
さ
れ
る
地
蔵
菩
薩
（
「
蛸

地
蔵
」
と
通
称
さ
れ
て
い
る
）
の
利
益
を
語
る
、
十
四
図
に
お
よ
ぶ
絵
を

有
す
る
、
墨
付
き
十
三
紙
か
ら
な
る
巻
子
本
で
あ
る
。
縁
起
絵
巻
の
制
作

年
次
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
、
縁
起
本
文
の
末
尾
に
「
地
蔵



「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
に
は
、
地
蔵
菩
薩
が
岸
和
田
城
下
を
守
護
す
る
べ

く
誓
願
を
た
て
た
こ
と
が
三
度
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ

の
利
生
諏
、
夢
告
に
よ
る
出
現
な
ど
、
古
代
か
ら
寛
永
年
間
に
わ
た
っ
た

地
蔵
菩
薩
の
利
生
諏
を
記
し
た
縁
起
絵
巻
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
ま
ず
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
の
縁
起
本
文
に
描
か
れ
た
地
蔵
菩
薩

を
、
時
系
列
に
従
い
な
が
ら
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
絵
が
挿

入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
括
弧
書
き
で
示
し
た
。
ま
た
、
第
三

章
以
降
で
示
す
、
丸
囲
み
数
字
は
次
の
小
見
出
し
の
数
字
と
対
応
す
る
。

に
は
、
そ
の
制
作
年
代
な
ら
び
に
制
作
意
図
な
ど
を
考
察
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

二
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
に
描
か
れ
た
地
蔵
菩
薩
と
岸
和
田
城
史

③
建
武
年
中
、
楠
正
成
の
甥
・
和
田
和
泉
守
在
城
の
時

暴
風
が
起
こ
り
、
岸
和
田
城
内
に
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。

そ
こ
に
、
突
如
、
蛸
に
乗
っ
た
地
蔵
菩
薩
が
現
れ
、
波
風
を
鎮
め
た
。

（
絵
二
図
あ
り
）

岸
和
田
城
主
は
こ
の
地
蔵
菩
薩
を
信
仰
し
、
新
た
に
城
内
に
御
堂
を

建
立
し
、
地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
た
。

④
そ
の
後
、
戦
乱
の
世
の
中

岸
和
田
城
主
は
地
蔵
菩
薩
を
保
護
す
る
た
め
に
、
岸
和
田
城
の
堀
へ

地
蔵
菩
薩
を
沈
め
た
。

⑤
天
正
年
中
、
松
浦
肥
前
守
が
城
主
の
時

紀
州
・
根
来
雑
賀
の
戦
が
起
こ
っ
た
。
一
人
の
法
師
と
数
千
の
蛸
が

現
れ
、
鉄
砲
弾
を
受
け
な
が
ら
も
、
根
来
雑
賀
衆
を
破
っ
た
。
（
絵
一
図

あ
り
）

松
浦
肥
前
守
は
、
地
蔵
菩
薩
か
ら
夢
告
を
受
け
る
。
松
浦
肥
前
守
に
、

地
蔵
菩
薩
が
古
来
よ
り
岸
和
田
を
守
護
し
て
お
り
、
根
来
・
雑
賀
の
戦

で
は
、
大
鬼
王
を
遣
わ
し
、
城
主
を
救
っ
た
、
と
地
蔵
菩
薩
は
述
べ
た
。

（
絵
一
図
あ
り
）

夢
告
の
後
、
岸
和
田
城
の
堀
か
ら
光
を
差
し
て
い
る
と
い
う
評
判
が

た
っ
た
。
（
絵
一
図
あ
り
）

松
浦
肥
前
守
は
、
家
臣
に
堀
を
さ
ら
わ
せ
る
と
、
堀
か
ら
地
蔵
菩
薩

7０

①
古
代

天
性
寺
の
地
蔵
菩
薩
は
、
岸
和
田
の
地
主
神
で
あ
る
。
岸
和
田
城
は
、

そ
の
地
蔵
菩
薩
を
祁
る
寺
院
跡
に
築
城
さ
れ
た
。
（
絵
一
図
あ
り
）

②
あ
る
時

朝
敵
が
岸
和
田
城
内
に
押
し
入
り
、
地
蔵
菩
薩
を
海
中
に
投
げ
捨
て

た
。



そ
の
夜
、
侍
・
長
谷
川
勘
左
衛
門
が
、
地
蔵
菩
薩
か
ら
の
夢
告
を
受

け
た
。
地
蔵
菩
薩
は
、
京
都
へ
行
か
ず
、
岸
和
田
に
仏
師
を
呼
び
、
尊

こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
は
、
地
蔵
菩
薩
の
利
生

諏
と
と
も
に
、
岸
和
田
城
と
岸
和
田
城
下
の
歴
史
と
も
い
う
べ
き
記
述
を

も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
絵
画
十
四
図
の
う
ち
、
六
図
に
岸
和
田
城
が
描

か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
こ
の
縁
起
絵
巻
に
岸
和
田
城
を
描
く
必
然
性
が

あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
岸
和
田
城
史
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、

「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
本
文
に
は
岸
和
田
城
の
位
置
と
岸
和
田
城
城
主
の
二

点
に
関
し
て
異
同
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

体
を
修
復
す
る
よ
う
告
げ
た
。
（
絵
二
図
あ
り
）

長
谷
川
氏
は
得
器
上
人
に
こ
の
こ
と
を
告
げ
る
と
、
得
審
上
人
は
、

仏
師
を
京
都
か
ら
呼
び
、
地
蔵
菩
薩
の
修
復
を
行
う
と
、
地
蔵
菩
薩
の

胎
内
か
ら
鉄
砲
の
玉
が
い
く
つ
も
出
、
昔
の
戦
に
地
蔵
菩
薩
が
参
戦
し

た
こ
と
は
本
当
で
あ
っ
た
と
人
々
は
信
仰
を
厚
く
し
た
。
地
蔵
菩
薩
が

参
戦
し
た
こ
と
を
後
世
の
人
々
が
疑
わ
な
い
た
め
に
、
鉄
砲
の
傷
跡
を

一
か
所
だ
け
修
復
せ
ず
残
し
て
お
い
た
。
（
絵
一
図
あ
り
）

こ
の
後
、
地
蔵
菩
薩
に
対
す
る
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
（
絵
一
図
あ

り
）

7１

が
現
れ
た
。
城
主
は
別
殿
を
造
り
、
地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
、
十
七
日
間
、

人
々
の
参
詣
を
許
可
し
た
。
（
絵
二
図
あ
り
）

⑥
文
禄
年
中
、
城
主
（
松
浦
肥
前
守
）
国
替
の
時
、

岸
和
田
城
主
（
松
浦
肥
前
守
）
は
地
蔵
菩
薩
を
伴
い
国
替
を
し
よ
う

と
考
え
た
。
し
か
し
、
地
蔵
菩
薩
は
夢
告
に
よ
っ
て
岸
和
田
に
留
ま
る

意
志
を
伝
え
る
。
地
蔵
菩
薩
は
松
浦
肥
前
守
に
自
ら
の
代
わ
り
に
錫
杖

を
授
け
、
松
浦
肥
前
守
は
、
そ
の
錫
杖
を
代
々
の
家
宝
と
し
た
。
（
絵
一

図
あ
り
）

⑦
小
出
播
磨
守
が
城
主
の
時

地
蔵
菩
薩
は
白
法
師
に
変
化
し
、
往
来
の
人
々
を
麓
か
し
、
民
衆
を

困
ら
せ
た
。
小
出
播
磨
守
は
「
岸
和
田
城
下
の
人
々
が
地
蔵
菩
薩
を
信

仰
す
る
よ
う
に
せ
よ
」
と
い
う
、
地
蔵
菩
薩
か
ら
の
大
悲
の
方
便
で
あ

る
と
判
断
し
、
地
蔵
菩
薩
を
岸
和
田
城
外
へ
移
す
こ
と
を
考
え
た
。

そ
の
時
、
天
性
寺
の
得
審
上
人
が
、
天
性
寺
に
地
蔵
菩
薩
を
迎
え
入

れ
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
（
絵
一
図
あ
り
）

③
天
性
寺
に
地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
た
後

地
蔵
菩
薩
は
長
年
を
経
て
傷
ん
で
お
り
、
京
都
に
送
り
、
修
復
す
る
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ま
ず
、
岸
和
田
城
の
位
置
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
①
古
代
で
は
寺
院
跡

に
岸
和
田
城
が
築
城
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
寺
院
は
、

図
一
に
示
す
よ
う
に
絵
に
お
い
て
も
海
の
そ
ば
に
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
③
建
武
年
中
に
岸
和
田
城
が
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
、
蛸
に
乗

っ
た
地
蔵
菩
薩
が
海
に
出
現
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
津
波
が
鎮
ま
っ
た
こ
と
、

お
よ
び
、
そ
れ
ぞ
れ
を
示
す
絵
（
図
二
、
図
三
）
は
、
岸
和
田
城
が
、
現

在
も
海
側
に
残
る
岸
和
田
城
（
以
下
、
近
世
岸
和
田
城
と
称
す
る
）
跡
に

位
置
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
古
代
の
岸
和
田
城
（
以
下
、
岸
和
佃
古
城
と
称
す
る
）
は
、

文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
に
岸
和
田
藩
士
・
浅
野
秀
肥
が
作
成
し
た
、
大

阪
歴
史
博
物
館
蔵
「
岸
和
田
古
城
図
」
（
図
四
）
が
示
す
よ
う
に
山
城
で
あ

っ
た
。
平
成
十
八
年
度
、
平
成
十
九
年
度
に
岸
和
Ⅲ
市
教
育
委
員
会
が
、

岸
和
田
古
城
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
岸
和
田
古
城
が
、
岸
和
田
城
跡
よ
り

も
南
東
に
五
○
○
メ
ー
ト
ル
山
側
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
調
査
に
よ
り
、
「
岸
和
田
古
城
図
」
が
当
時
の
古
城
の

様
子
を
ほ
ぼ
忠
実
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
同
教
育

委
員
会
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
技
師
で
あ
る
山
岡
邦
章
氏
は
、
「
発
掘
調
査
か

ら
み
た
中
世
後
期
の
岸
和
田
Ｉ
岸
和
田
古
城
跡
の
発
掘
調
査
上
の
中

§‐〆＊
ふ趨溌曾識識。

】

&くふ幹

図



副

三|面

＝|園

ア



》
峨
卿
尾
農
鐙
〃
”
涯
犀
灘
身

図匹

表
一
「
城
主
名
・
本
文
異
同
一
覧
」
は
、
歴
史
的
事
実
と
「
蛸
地
蔵
縁

起
絵
巻
」
な
ら
び
、
第
五
章
で
示
す
『
地
蔵
菩
薩
利
益
集
』
、
『
泉
州
志
』
、

「
和
泉
名
所
図
会
』
所
収
の
「
蛸
地
蔵
縁
起
」
の
本
文
異
同
を
一
覧
で
示
し

で
、
岸
和
田
古
城
は
「
十
五
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
十
六
世
紀
初
頭
頃
に

は
廃
絶
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
」
と
し
て
い
る
。
中
西
裕
樹

（
３
）

氏
は
、
「
城
郭
史
か
ら
み
た
岸
和
田
古
城
と
戦
国
期
・
岸
和
田
城
」
の
中

で
、
そ
の
後
、
十
六
世
紀
半
ば
以
降
に
は
、
松
浦
氏
が
本
拠
地
と
し
た
、

戦
国
期
岸
和
田
城
が
築
城
さ
れ
、
そ
の
所
在
地
は
、
近
世
岸
和
田
城
の
地

に
比
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
山
中
吾
郎
氏
が

（
４
）

「
職
国
期
和
泉
の
地
域
権
力
と
岸
和
Ⅲ
城
」
で
、
天
正
十
一
一
（
一
五
八
四
）

年
ま
で
に
、
岸
和
田
城
に
天
守
閣
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
「
中
村
一
氏

感
状
」
か
ら
窺
え
る
こ
と
か
ら
、
近
世
岸
和
田
城
は
天
正
十
二
年
ま
で
に

存
在
し
て
い
た
と
言
及
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
制
作
者
は
、
建
武
年
中
の
津

波
の
場
面
に
お
い
て
、
戦
国
期
．
近
世
岸
和
田
城
と
同
じ
位
置
に
、
岸
和

川
古
城
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
岸
和
田
古
城
の
存
在
を
知

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四
岸
和
田
城
城
主
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。
「
和
泉
名
所
図
会
」
「
岸
和
田
城
」
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
。
）

。
「
泉
州
志
」
「
岸
和
田
城
」
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
。
）

余
曾
閲
和
田
氏
之
家
系
、
此
地
本
岸
村
也
、
和
田
新
兵
衛
尉
高
家
、

始
櫛
城
郭
、
住
干
此
、
称
之
岸
和
田
、
後
覚
名
也
、
高
家
之
男
正
武
、

同
住
干
此
、
父
系
記
大
鳥
郡
和
田
村
篠
下

太
平
記
評
判
云
、
正
慶
二
年
、
楠
正
成
賜
柵
河
泉
三
園
、
正
成
即
和

田
新
三
郎
為
和
泉
守
、
配
興
富
圃
余
按
、
此
時
始
築
此
城
歎
、
新
三

郎
、
富
新
兵
衛
之
童
名

た
も
の
で
あ
る
。
（
表
一
）
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
は
、

出
来
事
と
城
主
名
と
の
関
係
が
歴
史
的
事
実
と
異
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
③
建
武
年
中
に
お
い
て
、
「
楠
判
官
正
成
此
国
を
領
す
時
に
、
甥

の
和
田
和
泉
守
」
を
城
主
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

研
究
に
お
い
て
も
定
か
で
は
な
い
。
「
群
書
系
図
部
集
」
巻
六
三
所
収
「
橘

（
５
）

氏
系
圏
」
に
よ
れ
ば
、
楠
正
成
の
甥
に
あ
た
る
人
物
は
、
弟
・
正
氏
の
子

で
、
行
忠
、
高
家
、
賢
快
、
賢
秀
の
四
人
で
あ
る
。
元
禄
十
三
（
一
七
○

○
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
石
橋
直
之
著
「
泉
州
誌
」
、
な
ら
び
に
寛
政
八
（
一

七
九
六
）
年
刊
「
和
泉
名
所
図
会
』
（
秋
里
雄
鳥
編
、
竹
原
春
朝
斎
画
）
の

二
つ
の
地
誌
は
、
岸
和
田
古
城
の
初
代
城
主
を
高
家
と
し
て
い
る
。

（
６
）

し
か
－
し
、
山
中
吾
朗
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
、
南
北
朝
時
代
の
初
め
に

楠
正
成
の
代
官
と
し
て
岸
和
田
に
来
た
楠
一
族
の
和
田
高
家
が
岸
和
田
古

城
を
築
い
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
「
泉
州
志
」
を
発
端
と
し
て
い

る
説
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
「
泉
州
志
」
が
根
拠
と
す
る
「
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
」
（
以

下
、
「
太
平
記
評
判
」
と
略
称
す
る
）
に
は
、
「
正
慶
二
年
、
楠
正
成
に
摂

河
泉
三
国
を
賜
ふ
、
正
成
即
ち
和
田
新
三
郎
を
和
泉
守
と
し
当
国
に
配

与
」
、
「
和
田
新
兵
衛
尉
高
家
、
泉
州
に
帰
り
て
岸
和
田
城
に
龍
居
す
」
と

の
記
述
が
あ
り
、
石
橋
直
之
が
「
太
平
記
評
判
」
に
依
拠
し
て
、
「
岸
和
田

城
」
の
記
述
を
作
成
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
山
中
氏
は
、
「
岸
和

岸
和
田
城
楠
正
成
の
支
族
和
田
新
三
郎
高
家
初
て
城
郭
を
構
ふ
こ

れ
よ
り
岸
和
田
と
云
ふ
原
は
岸
村
な
り
、
正
慶
二
年
楠
正
成
に
摂
河

泉
三
州
を
賜
ふ
、
其
時
和
田
新
三
郎
高
家
に
富
園
を
与
へ
て
和
泉
守

と
号
す

高
家
は
和
田
新
発
意
源
秀
の
兄
な
り
、
其
後
永
禄
年
中
に
三
好
の
家

族
寵
城
し
天
正
に
は
中
村
氏
此
城
を
守
り
、
元
和
元
年
に
は
小
出
大

和
守
、
此
城
に
在
て
戦
功
あ
り
。
今
城
下
の
町
筋
は
、
南
海
道
の
駅

路
也
。
富
郡
都
会
の
地
に
し
て
交
易
の
売
人
多
し
。
町
名
は
北
町
魚

屋
町
堺
町
本
町
南
町
と
い
ふ
、
其
外
裏
町
あ
り
て
繁
昌
の
市
中
也
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｢利益染」

城主粕(受誠名）’時代
出来ﾘＩ

楠正成の織・和､和泉守｜建武年1１１

･蛸に宋った地蔵菩薩が海浜に出現。

･駁乱で、人々は地麓菩薩を侭仰せず、地蔵

替薩を堀に桧てる。

小出大和守

･堀から金色の光がきす。堀をきらうと地茂

菩薩が出現。

･城主、小堂を作り、地厳菩薩を安、した。

･紀州根来雑賀の戦が起こり、一人の法師が

現れ、数万の敵と鞄い、華破。

･城主、唾に勝利したのは地蔵菩薩の冥加で

あると、地澄堂に参鮒。すると、尊体に多

<の矢が刺さり、弾痕も多く残っていた。

o羽柴秀吉のための鞄も終わり、人々安堵す

る。

松平周防守

･地麓炊を池尻の堀に移凝。

･年〃が経ち、地藍堂・地戦菩薩ともに朽ち、

天性寺得様上人が城主に願い出、天性寺に

地避菩薩を迎え入れる。上京して修理する

ことになる。

･地職菩薩が、侍の艇谷川勘左衛門に、上京

することをやめ、岸和Ⅲに仏師を呼ぶよう、

夢告する。

･長谷川氏、得誉に夢告の内容を告げる。糾

脊、京都から仏師を呼ぶ。

。尊体を開くと、鉄砲の玉が出､昔の戦に川現

したことは本当であったと、人々は敬礼し

た。地蔵菩薩が戦に出現したことを後世に

も伝えるため、弾拠を一か所だけ修復せず。

･趨日の光が再び輝いたのは紳誉上人の功勲

と地避菩薩の冥助である。

｢泉州志」

城主名(受釧名）’時代
出来叩

皿武年間

･蛸に乗った地厳菩薩が海浜に出現。

･騒乱で、人々は地蔵菩薩を侭仰せず、地蔵

菩薩を堀に拾てる。

天正年中

･紀州根米雑蹴の種が起こり、一人の剣術に

優れた法師が現れ、敵を撃破。

･職後、妓主、堀に蛸が浮いているのを時々

目撃。

･堀をさらうと、木造の地蔵讐離が出現。城

主、軌の大法師は、地蔵雌の化身であった

と気づく。

｢和泉名所図会」

城主端(受甑鵜）’時代
出来叩

遮武年IMI

･蛸に乗った地蔵瞥雌が海浜に出現。

･斡乱で、人々は地蔵菩薩を侭仰せず、地蔵

菩薩を堀に捨てる。

松洲氏 天正年中

･紀州拠来雑賀の鞄が起こり、一人の剣術に

優れた法師が現れ、敵を撃破。

･戦後、域主、堀に鮒が浮いているのを時々

目撃。

･堀をきらうと、木避の地蔵菩薩が出現。城

主、職の大法師は、地蔵尾の化身であった

と気づく。

･雄主は人々に侭仰させ、天性寺の住持・枠

醤に地茂菩薩を授けた。
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歴史的叩実 ｢蛸地蔵縁起絵巻」

燕史実については『岸和Ⅲ藩の歴史｣、「岸和田城と岡部家』による。

７７

表一城主名・本文異同一覧

１城主（受領箱）在職年ⅡＨ

主な出来111

域主端(受緬名〉’時代
出来恥

古
城
時
代

｜和田和泉守？？ 楠正成の甥･和田和泉守 述武年間

(和Ⅲ和泉守以前、朝敵が伽藍に侵入し、地蔵菩薩

を海中に投げ捨てる｡）

･暴風波浪発生。

･蛸に染った地蔵菩薩が波に乗って雄内に現れ、暴

風娘める。

･戦主、党を建立し、地蔵菩薩を、仰する。

･城主、戦乱から地戦瀞薩を守るため、堀へ地趨

菩薩を沈める。

範
回
期
岸
和
田
城

近
世
岸
和
田
城

松浦守（肥前守） 元勉４（1573)年１月～？

･元他４（1573）年１月松浦肥前守入城

･天正元（1577）年価促、雑澗攻めのため、香庄に即取る。佐野・協達を経て、雑

側を攻める。

同３月、雑賀衆、佃長に降伏。

･天正１０（1582）年６月本能寺の変で、悟長自襟。

中村一氏 天正１１(1583)年～天正１３(1585)年５Ⅱ

･天正1１（1583）年４月、秀吉から岸和田域在城を命じられる。

以降、岸和田勢と紀州勢との合戦がたびたびおこる。

･天正1２（1584）年３月、根来・雑賀衆、大阪職を攻めるため、泉州へ進攻。岸和

、城勢と合晩し、恨来・雑賀衆退却（岸和田合戦）

･同年‘１月、小牧長久手の輯。

o天正1３（1585）年３月、秀吉、紀州攻めのため、岸和田城へ入る。摂来寺出城焼

き討ち、挟来寺焼き討ち

小出秀政（播聯守） 天正13(1585)年７月～慶腿９（1607)年３月

･天正1３（1585）年７月、小出秀政、秀吉より岸棚田・貝塚に四千石の知行を与え

られ、城主となる。

･天正１５（1587）年９月、小出秀政の嫡男・吉政、秀吉より加守・土生・五ケ雌に

六千回の知行を与えられる。

この頃、岸和田城の笈備始まる

･文禄４（1595）年、岸稲田城天守閣の築遮始まる。慶長２（1597）年、天守閣竣

工 ｡

。慶長３（1598）年秀吉没。

･腿促７（1602）年９月関ヶ原の戦。

･慶長８（1603）年２月、篭川家鵬征兆大将砿となり、江戸鮮府を開く。

小出吉政（大和守） 慶長９(1607)年３月～慶促１８(1616)年２月

･腿腿９（1607）年３月秀政没。吉政、跡を継ぎ、城主となる。

･慶畏1０（1605）年‘１月家廉、将軍戦を辞す。秀忠、２代将皿となる。

小出吉英（大和守・右京大夫） 慶提18(1613)年３月～元和５(1619)年８月

･慶腿１８（1613）年３月吉政没。嫡叫･吉英、跡を継ぎ、城主となる。

･慶畏１９（1614）年１０n大坂冬の陣。吉英は鯉川方に加わり、岸棚Ⅲ城は松平僻吉

（のちの北条氏孤）が刑守居として入る。

･元和元（1615）年４月、大坂夏の陳。豊臣方の大野治胤軍、和泉に進駐。１郷1m

城を包囲する。

泉附・鰹井川周辺で大野班と徳川方の淡野長艇１１〔が合職。

･同年５月大阪城落猿。豊庫秀頼・淀殿自害し、豊臣氏滅亡。

松平康正（1M防守） 元和５(1619)年８月～寛永17(l硯０)年６月

･元和５（1619）年８月吉英、出石へ移り、松平（松井）雌Ⅲ、岸和田藩主となる。

松浦肥前守 天正年中・文禄年中

(天正年中）

･紀州恨来雅賀の戦の際、一人の法師と数千の蛸

が現れ、根来雑側勢を撃破。

･域主、地蔵菩薩から、岸和田守護のために根来

雑側の輯に大鬼王を遣わした、との夢告を受け

る。

･堀から光がはなたれ、堀をさらうと地麓菩薩が

現れ、１７日間、民衆に参拝を許可。

(文縁年中）

･城主、卿巷の時、地蔵菩薩とともに回替を試み

る。

･地蔵菩薩が岸和田にとどまりたい、と城主に夢

告し、代わりに錫杖を域主に授与する。

小出播晦守

･地麓幣薩が白法師と変化し、往来の人々を怖が

らせていた。城主、これを地蔵菩薩の大悲の方

便と考え、地蔵菩薩を場外へ移す。

・天性寺住職・押誉上人が城主に願い出て、地蔵

菩薩を天性寺に受け入れる。地騒菩薩は傷んで

いることから、上京して修理することになる。

・地篭菩薩が、侍の提谷川勘左衛門に、上京する

ことをやめ、岸和田に仏師を呼ぶよう、夢告す

る。

・提谷川氏．得誉に夢街の内容を告げる。得誉、京

稲から仏師を呼ぶ。

・啄体を開くと、鉄砲の玉が出、稚の戦に出現し

たことは本当であったと、人々は敬礼した。地

避菩曜が戦に出現したことを後世にも伝えるた

め、弾拠を一か所だけ修復せず。

・以後、結緑ますます盛んになる。



正
十
一
（
一
五
八
三
）
年
に
家
臣
で
あ
る
中
村
一
氏
を
岸
和
田
城
主
に
任

命
し
、
翌
年
に
は
徳
川
家
康
と
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
出
陣
す
る
。

し
か
し
、
秀
吉
の
留
守
中
に
大
坂
を
襲
う
た
め
、
根
来
衆
が
泉
州
に
出
陣

す
る
。
根
来
の
大
軍
を
迎
え
た
中
村
一
氏
は
岸
和
田
城
を
守
り
抜
き
、
天

正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
、
秀
吉
は
根
来
寺
を
討
伐
す
る
た
め
、
岸
和
田

城
を
足
掛
か
り
と
し
て
、
紀
州
へ
攻
め
入
り
、
紀
州
を
平
定
す
る
。
そ
の

後
、
秀
吉
の
叔
父
・
小
出
英
政
が
入
城
し
、
慶
長
一
九
年
、
元
和
元
（
一

六
一
五
）
年
の
大
坂
の
陣
で
は
、
小
出
氏
は
豊
臣
一
族
の
大
名
で
あ
っ
た

が
、
徳
川
方
に
つ
き
、
戦
後
も
三
代
目
吉
英
が
在
城
す
る
。
し
か
し
、
元

和
五
（
一
六
一
九
）
年
、
小
出
氏
は
但
馬
に
移
さ
れ
、
か
わ
り
に
徳
川
一

門
の
大
名
で
あ
る
、
松
平
康
重
が
入
城
し
、
岸
和
田
城
は
豊
臣
政
権
か
ら

徳
川
政
権
に
代
わ
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
⑤
の
場
面
に
お
い
て
、
城
主
名
が
史
実
と
異
な

る
こ
と
は
、
岸
和
田
市
立
郷
土
資
料
館
編
「
戦
乱
の
中
の
岸
和
田
城
１
石

（
９
）

（
ｍ
）

山
合
戦
か
ら
大
坂
の
陣
ま
で
ｌ
』
、
同
編
「
岸
和
田
城
と
岡
部
家
」
に
も

指
摘
が
あ
る
。

最
後
に
、
⑦
の
地
蔵
菩
薩
を
天
性
寺
に
安
置
す
る
場
面
に
お
い
て
、
城

主
は
小
出
播
磨
守
と
な
っ
て
い
る
が
、
得
春
上
人
の
天
性
寺
建
立
を
寛
永

二
（
一
六
二
五
）
年
と
す
る
な
ら
ば
、
城
主
は
、
松
平
周
防
守
と
な
る
。

以
上
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
と
史
実
と
の
関
係
を
見
た
が
、
こ
の
史
実
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（
７
）

田
市
史
第
一
一
巻
」
所
収
「
建
武
新
世
紀
の
岸
和
田
」
に
お
い
て
、
「
現
段

階
で
は
一
次
史
料
に
よ
る
裏
付
け
を
得
ら
れ
な
い
以
上
、
そ
の
記
事
を
無

批
判
に
信
頼
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
南
北
朝
期
の
同
時
代
史
料
で

和
田
高
家
と
岸
和
田
と
の
関
係
を
示
す
資
料
は
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら
ず
、

さ
ら
に
岸
和
田
城
の
存
在
を
示
す
史
料
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
」
と
考
究

し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
「
泉
州
志
」
は
「
太
平
記
評
判
」
に
依
拠
し

て
誤
記
し
た
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
⑤
根
来
・
雑
賀
衆
と
の
合
戦
の
場
面
で
は
、
「
天
正
年
中
」
の

「
松
浦
肥
前
守
」
の
頃
と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
研
究
で
は
、
天
正
十
二

（
一
五
八
四
）
年
根
来
・
雑
賀
の
戦
に
お
い
て
岸
和
田
城
を
守
り
抜
い
た
城

（
８
）

主
は
、
中
村
一
氏
と
壁
こ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
根
来
・
雑
賀
衆
の
合
戦
と
岸
和
田
城
と
の
関
係
に
触
れ
て
お

き
た
い
。

岸
和
田
城
は
、
十
六
世
紀
前
期
か
ら
中
期
頃
、
室
町
幕
府
と
紀
州
の
畠

山
氏
・
根
来
寺
・
雑
賀
一
摸
な
ど
の
勢
力
と
の
対
立
・
抗
争
の
中
で
、
紀

州
勢
力
を
押
さ
え
る
軍
事
的
拠
点
と
し
て
築
か
れ
た
。
織
田
信
長
は
、
畿

内
の
覇
権
を
確
立
す
る
た
め
、
雑
賀
衆
と
の
十
年
に
及
ぶ
戦
い
に
突
入
し

た
。
ま
た
、
紀
州
の
根
来
寺
は
、
室
町
か
ら
戦
国
時
代
に
は
大
阪
・
泉
南

地
方
に
勢
力
を
伸
ば
し
、
和
泉
国
守
護
と
も
し
ば
し
ば
抗
争
を
繰
り
返
し

て
き
た
。
天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
、
信
長
自
害
の
後
、
羽
柴
秀
吉
は
天



と
の
異
同
に
は
政
治
的
な
意
図
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
こ
と

を
裏
付
け
る
た
め
に
、
次
に
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
以
外
の
「
蛸
地
蔵
縁

起
」
を
紹
介
し
、
次
に
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
と
他
の
「
蛸
地
蔵
縁
起
」

と
の
本
文
比
較
を
行
い
た
い
。

（
１
）
元
禄
四
（
一
六
九
二
年
刊
「
地
蔵
菩
薩
利
益
集
』
（
大
谷
大
学
蔵

本
、
浄
慧
編
、
全
五
巻
）
所
収
「
岸
の
和
田
天
性
寺
地
蔵
菩
薩
尊
霊

験
の
事
」

（
２
）
元
禄
十
二
六
九
七
）
年
刊
「
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
」
（
必
夢

編
）
所
収
「
泉
州
岸
和
田
天
性
寺
地
蔵
霊
験
」

（
３
）
元
禄
十
三
（
一
七
○
○
）
年
刊
「
泉
州
志
」
（
石
橋
直
之
著
）
所
収

「
天
性
寺
地
蔵
」

（
４
）
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
刊
「
和
泉
名
所
図
会
」
（
秋
里
離
島
編
、

竹
原
春
朝
斎
画
）
所
収
「
蛸
地
蔵
」

（
５
）
「
泉
州
史
料
」
（
寺
田
兵
治
郎
編
・
全
三
五
分
冊
・
大
正
三
～
六
年
、

五
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
以
外
の
「
蛸
地
蔵
縁
起
」
六
種

（
１
）
「
地
蔵
菩
薩
利
益
集
」
に
つ
い
て
は
、
渡
浩
一
氏
は
。
地
蔵
菩
薩

（
吃
）

利
益
集
」
の
世
界
ｌ
貞
享
・
元
禄
時
代
の
民
間
地
蔵
信
仰
ｌ
」
の
中
で
、

こ
の
「
地
蔵
菩
薩
利
益
集
」
が
経
典
を
典
拠
と
す
る
霊
験
諏
を
採
録
し
て

お
ら
ず
、
「
編
者
浄
慧
の
見
聞
録
Ⅱ
当
時
の
巷
間
説
話
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
、
数
話
の
例
外
を
除
い
て
先
行
典
籍
か
ら
の
書
承
説
話
を
含
ま
な
い
こ

と
で
注
目
さ
れ
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
渡
氏
の
指
摘
と
、
得
審
上
人

が
天
性
寺
を
開
山
し
た
と
す
る
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
か
ら
六
六
年
後

に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
の
「
地
蔵
菩
薩
利
益
集
」
所
収

の
「
蛸
地
蔵
縁
起
」
（
以
下
、
「
利
益
集
」
と
略
称
す
る
）
は
天
性
寺
建
立

当
初
に
作
成
さ
れ
て
い
た
地
蔵
利
益
諏
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え

る
。

（
２
）
「
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
」
は
「
地
蔵
菩
薩
利
益
集
」
の
六
年

後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
」
所
収
「
蛸

地
蔵
縁
起
」
（
以
下
、
「
直
談
紗
」
と
略
称
す
る
）
の
本
文
に
は
「
利
益
集

二
見
へ
タ
リ
」
と
注
記
が
あ
り
、
「
直
談
紗
」
が
「
利
益
集
」
を
参
照
し
た

岸
和
田
実
業
新
聞
社
出
版
）
所
収
「
縁
起
」

（
６
）
「
蛸
地
蔵
尊
略
縁
起
」
（
岸
和
田
市
立
図
瞥
館
蔵
、
出
版
年
次
な
ど
記

載
な
し
。
裏
表
紙
に
「
泉
州
岸
和
田
蛸
地
蔵
天
性
寺
」
と
あ
る
の

み
）

7９

管
見
の
限
り
で
は
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
以
外
の
「
蛸
地
蔵
縁
起
」
は

（
Ⅲ
）

次
の
六
種
で
あ
る
。



そ
こ
で
次
に
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
本
文
と
そ
れ
以
外
の
「
蛸
地
蔵
縁

起
」
本
文
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
の

形
成
過
程
を
考
察
し
た
い
。
な
お
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
」
本
文
の
比
較
検
討
を

す
る
に
あ
た
り
、
「
直
談
紗
」
は
、
「
利
益
集
」
を
参
照
し
て
制
作
さ
れ
、

ま
た
、
内
容
に
異
同
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
章
で
は
、
本
文
比
較

の
対
象
か
ら
外
し
て
お
く
。
ま
た
、
「
泉
州
史
料
」
は
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵

巻
」
の
略
縁
起
で
あ
る
と
み
な
し
て
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
と
内
容
に
異

同
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、
同
様
に
、
本
文
比
較
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
と

す
る
。
さ
ら
に
、
「
蛸
地
蔵
尊
略
縁
起
」
も
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
に
基
づ

い
て
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
文
比
較
の
対
象
か
ら
外
す
。

よ
っ
て
、
本
章
で
は
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
と
、
「
利
益
集
」
、
「
泉
州

志
」
所
収
「
天
性
寺
地
蔵
」
（
以
下
、
「
泉
州
志
」
と
略
称
す
る
）
、
「
和
泉

名
所
図
会
」
所
収
「
蛸
地
蔵
」
（
以
下
、
「
和
泉
名
所
図
会
」
と
略
称
す
る
）

の
縁
起
本
文
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

字
化
し
た
絵
入
り
冊
子
で
あ
り
、
刊
記
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

表
装
お
よ
び
現
・
住
職
で
あ
る
土
井
信
演
氏
の
聞
き
取
り
か
ら
、
先
代
住

職
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

六
「
蛸
地
蔵
縁
起
」
本
文
異
同
の
考
察

8０

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
３
）
「
泉
州
志
」
は
、
西
峰
散
人
の
著
し
た
序
文
「
和
泉
国
之
人
石
橋

直
之
自
壮
歳
欲
察
本
国
之
地
理
奔
走
処
処
経
歴
勝
地
問
神
社
仏
閣
之
権
輿

探
僧
俗
之
伝
記
自
国
史
百
氏
逮
歌
人
之
所
吟
詠
無
不
渉
猟
凡
得
泉
州
事
金

屑
玉
砕
無
不
拾
遂
積
纂
述
泉
州
志
六
巻
」
に
よ
れ
ば
、
和
泉
国
出
身
で
あ

る
、
俳
人
・
歌
人
の
石
橋
直
之
が
、
和
泉
国
の
神
社
仏
閣
な
ど
を
訪
れ
、

そ
の
見
聞
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
４
）
「
和
泉
名
所
図
会
」
は
、
『
泉
州
志
」
と
同
じ
く
秋
里
離
島
に
よ
る

和
泉
国
各
地
の
伝
説
や
名
勝
旧
跡
の
解
説
と
、
竹
原
信
繁
に
よ
る
挿
絵
を

有
す
る
地
誌
で
あ
る
。
秋
里
簸
島
は
、
江
戸
時
代
中
期
・
後
期
の
読
本
作

者
で
あ
り
、
安
永
九
（
一
七
八
○
）
年
刊
行
「
都
名
所
図
会
」
以
降
、
画

工
を
連
れ
て
諸
国
を
実
際
に
踏
査
し
、
多
く
の
「
名
所
図
会
」
を
刊
行
し

た
と
さ
れ
る
。

（
５
）
「
泉
州
史
料
」
は
、
岸
和
田
を
中
心
と
す
る
地
誌
や
文
献
を
活
字

化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
典
拠
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
が
多
い
。
「
泉
州
史

料
」
所
収
「
縁
起
」
（
以
下
「
泉
州
史
料
」
と
略
称
す
る
）
も
、
典
拠
・
成

立
年
代
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
の
本
文
を
簡
略
化

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
に
基
づ
い
て
作
成
さ

れ
た
略
縁
起
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
６
）
「
蛸
地
蔵
尊
略
縁
起
」
は
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
に
基
づ
い
て
活



「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
と
、
こ
の
三
種
を
比
較
す
る
と
、
城
主
の
異
同
を

中
心
に
、
大
き
く
次
の
三
つ
の
場
面
に
お
い
て
異
同
が
確
認
で
き
る
。

（
１
）
岸
和
田
城
の
由
緒
、
な
ら
び
に
古
代
の
場
面
（
①
～
③
）

（
２
）
紀
州
根
来
雑
賀
の
戦
の
場
面
（
⑤
）

（
３
）
得
審
上
人
が
地
蔵
菩
薩
を
天
性
寺
に
安
置
す
る
場
面
（
⑦
）

（
１
）
岸
和
田
城
の
由
緒
、
な
ら
び
に
古
代
の
場
面

る
が
、
「
利
益
集
」
で
は
「
正
成
の
舎
弟
・
和
田
和
泉
守
正
氏
」
が
城
主
と

な
っ
て
お
り
、
楠
正
成
と
和
田
和
泉
守
の
関
係
が
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
泉
州
志
」
、
「
和
泉
名
所
図
会
」
に
は
、
「
建
武
年
中
」
と
元
号

の
み
を
記
し
、
城
主
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
四
章
で
あ
げ
た
よ

う
に
、
「
泉
州
志
」
「
岸
和
田
城
」
、
な
ら
び
に
「
和
泉
名
所
図
会
」
「
岸
和

田
城
」
の
項
に
は
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
と
同
様
に
、
正
成
の
甥
で
あ

る
、
和
田
和
泉
守
高
家
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
群
普
系
図
部
集
」
巻
六
三
所
収
「
橘
氏
系
岡
」
に
よ
れ
ば
、
楠
正
成
の

弟
に
正
氏
が
確
認
で
き
、
正
氏
が
和
泉
守
で
あ
っ
た
可
能
性
は
、
贋
田
浩

（
閲
〉

治
氏
「
中
世
中
後
期
の
和
泉
国
大
津
・
府
中
地
域
」
に
お
い
て
も
指
摘
が

あ
る
。こ

の
古
代
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
は
、
城
主
の
記

述
に
お
い
て
「
泉
州
志
」
な
ら
び
に
「
和
泉
名
所
図
会
」
と
共
通
点
が
み

ら
れ
る
。

⑤
根
来
・
雑
賀
衆
と
の
合
戦
時
の
場
面
を
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
で

は
、
「
天
正
年
中
」
の
「
松
浦
肥
前
守
」
の
頃
と
し
て
い
る
が
、
「
泉
州
志
」

に
は
「
天
正
年
中
」
と
の
み
記
し
、
城
主
名
を
明
記
せ
ず
、
「
和
泉
名
所
図

（
２
）
紀
州
根
来
・
雑
賀
の
職
の
場
面

8１

「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
①
の
岸
和
田
城
の
由
緒
、
②
の
朝
敵
が
伽
藍
に
侵

入
し
、
地
蔵
菩
薩
を
海
中
に
投
げ
捨
て
る
場
面
は
、
他
の
「
蛸
地
蔵
縁
起
」

に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
「
利
益
集
」
、
「
泉
州
志
」
、
「
和
泉
名
所
図
会
」
で

は
、
い
ず
れ
も
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
③
の
、
海
中
か
ら
蛸
に
乗
っ
た
地

蔵
菩
薩
が
出
現
し
た
こ
と
の
み
を
描
き
、
「
蛸
に
乗
っ
た
地
蔵
菩
薩
」
と
い

う
こ
と
か
ら
こ
の
地
蔵
菩
薩
を
「
蛸
地
蔵
」
と
す
る
と
い
う
、
由
来
を
伝

え
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
で
は
、
暴
風
時
に
海
中
か

ら
蛸
に
乗
っ
た
地
蔵
菩
薩
が
出
現
し
、
暴
風
を
鎮
め
る
こ
と
で
、
岸
和
田

を
地
蔵
菩
薩
が
救
済
し
た
利
益
諏
と
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

ま
た
、
③
に
お
い
て
は
城
主
の
記
述
も
異
な
っ
て
お
り
、
「
蛸
地
蔵
縁
起

絵
巻
」
は
、
「
楠
判
官
正
成
」
の
「
甥
の
和
田
和
泉
守
」
を
城
主
と
し
て
い



ふ
に
こ
そ
と
い
ふ
や
か
ら
多
か
り
け
れ
ば
、
城
主
も
さ
に
こ
そ
あ
ら

態
う

ら
い
し
ゃ

ね
ご
ろ
き
い
が
帖
肝
化
に
い
ぽ
は
Ｌ

8２

溝
油
。
不
得
、
偶
泥
中
得
地
蔵
木
像
、
於
遊
始
知
先
所
現
大
法
師
者

ん
ず
ら
め
、
と
か
く
ま
づ
か
の
堂
へ
ま
い
り
て
、
礼
謝
奉
ん
と
て
、

ぐ
ん
そ
つ

そ
ん
よ
う

軍
卒
と
と
も
に
い
そ
ぎ
か
の
地
蔵
堂
に
ま
う
で
、
、
尊
容
を
拝
し
見

お
は
く
や
ゐ

給
ふ
に
、
こ
は
い
か
に
多
の
矢
を
射
た
て
ら
れ
さ
せ
給
ふ
の
み
な
ら

て
つ
腿
う

ず
、
錬
抱
の
あ
と
又
か
ず
も
な
し
、
さ
て
は
う
た
が
ひ
も
な
く
、
こ

じ
ひ
か
ゆ
う

る
い

の
尊
の
慈
悲
加
祐
し
給
ひ
ぬ
る
に
こ
そ
と
て
、
を
の
‐
ｒ
、
感
涙
を
な

し
ん
か
ん

が
さ
れ
け
り
、
城
主
は
こ
と
に
此
御
あ
り
さ
ま
を
見
て
、
心
肝
に
そ

く
や
う
く
ぎ
や
う

ぬ
き
ん
で

そ
れ
よ
り
当
城
の
鎮
主
の
ご
と
く
に
あ
が
め
た
て
ま
つ
ら
れ
け
る
と

た
瀞
事
に
あ
ら
ず
、
い
か
さ
ま
に
も
地
蔵
ぼ
さ
つ
の
冥
加
あ
ら
せ
給

ｊ
ｌ
ｊ
ｌ

み
て
あ
り
が
た
く
お
も
は
れ
け
れ
ば
、
供
養
恭
敬
の
ま
こ
と
を
抽
て
、

た
う
じ
ゃ
う
ち
ん
じ
ゆ

惟
地
蔵
変
身
実
。
故
俗
称
之
蛸
地
蔵
。

「
泉
州
志
」
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
。
）

縁
起
云
、
当
寺
地
蔵
菩
薩
者
、
建
武
年
中
、
御
蛸
背
現
干
海
浜
馬
。

時
惟
乱
世
人
不
敢
信
敬
。
棄
之
城
外
溝
加
。
天
正
年
中
、
紀
州
根
来

雑
賀
逆
徒
、
侵
近
境
、
来
既
欲
屠
岸
和
田
城
。
時
城
中
有
一
大
法
師
。

釦
術
殆
妙
手
、
逆
徒
為
之
四
敗
走
馬
。
法
師
忽
駕
不
見
、
人
皆
為
奇

也
。
軍
散
後
城
主
時
見
蛸
之
浮
溝
水
、
乃
怪
之
、
以
許
多
人
手
模
索

会
」
に
は
「
天
正
年
中
、
松
浦
氏
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
合
戦
の
場
面
に

お
い
て
は
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
と
「
和
泉
名
所
図
会
」
に
共
通
点
を
確

認
で
き
る
。

た
だ
し
、
現
在
の
研
究
で
は
、
根
来
・
雑
賀
の
戦
い
に
お
い
て
岸
和
田

城
を
守
り
抜
い
た
城
主
は
、
中
村
一
氏
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
第
四
章

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
「
利
益
集
」
で
は
、
合
戦
時
の
城
主
を
「
小
出
大
和
守
」
と
し

て
、
こ
れ
も
史
実
と
の
異
な
り
が
み
え
る
。
次
に
本
文
を
引
用
す
る
。
（
傍

線
は
筆
者
加
筆
。
）

い
く
ざ

か
く
て
城
内
に
は
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
軍
に
う
ち
か
ち
ぬ
る
事
、
こ
れ

み
や
う
が

な
ん
、
か
く
て
根
来
雑
賀
も
、
羽
柴
秀
吉
公
の
た
め
に
う
ち
お
さ
め

が
う
き

た
う
こ
ぐ
に
ん
み
ん

ら
れ
て
、
日
ご
ろ
の
強
毅
も
や
み
て
け
れ
ば
、
当
国
の
人
民
い
よ
ノ
、

あ
ん
ど

超
い
じ
よ
く
わ
う
か
ん
８

安
堵
の
お
も
ひ
を
な
し
、
ひ
と
へ
に
大
士
の
除
光
也
と
て
感
喜
の
心

を
か
た
ふ
け
け
り
、

「
小
出
大
和
守
」
が
合
戦
に
加
勢
し
た
地
蔵
菩
薩
を
信
仰
す
る
こ
と
で
、

地
蔵
菩
薩
自
身
が
岸
和
田
を
守
護
す
る
地
蔵
菩
薩
利
益
諏
と
な
っ
て
い
る
。

「
泉
州
志
」
、
「
和
泉
名
所
図
会
」
に
お
い
て
も
、
合
戦
後
、
堀
を
さ
ら
う
と

地
蔵
菩
薩
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
合
戦
に
現
れ
た
大
法
師
が
地
蔵
菩
薩

で
あ
る
と
城
主
は
気
づ
い
て
お
り
、
「
利
益
集
」
と
同
じ
く
、
地
蔵
菩
薩
の

利
益
を
語
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。



⑧
の
場
面
で
は
、
地
蔵
菩
薩
が
合
戦
時
に
出
現
し
戦
っ
た
と
伝
承
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
異
同
は
、
地
蔵

つ
ま
り
、
合
戦
に
お
い
て
「
大
鬼
王
」
が
参
戦
し
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
る

わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
⑧
天
性
寺
に
安
置
さ
れ
た
地
蔵
菩
薩
を
修
復
し

た
場
面
で
は
、
そ
の
胎
内
か
ら
「
鉄
砲
の
玉
」
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
紀
州
根
来
・
雑
賀
衆
と
の
合
戦
時
に
出
現
し
た
の
は
、
「
大
鬼
王
」

で
な
く
、
地
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

此
地
蔵
の
変
身
な
ら
ん
と
、
初
て
信
敬
恭
礼
あ
る
。
な
お
も
、
諸
人

に
拝
胆
さ
せ
、
仏
智
の
結
縁
あ
ら
し
め
ん
と
て
、
当
寺
の
住
侶
泰
山

和
尚
に
授
与
し
玉
ふ
。
因
蕊
こ
こ
に
安
置
し
、
世
俗
こ
れ
を
鮪
地
蔵

と
称
す
。

を
見
る
。
こ
れ
奇
怪
也
と
て
、
毎

に
、
木
像
の
地
蔵
尊
を
得
た
り
。

「
和
泉
名
所
図
会
」
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
。
）

蛸
地
蔵
岸
和
田
城
下
、
天
性
寺
に
あ
り
。
寺
記
に
日
、
当
寺
の
地

蔵
尊
は
建
武
年
中
鮪
の
背
に
御
玉
ひ
て
海
浜
に
出
現
し
玉
ふ
。
其
時

節
逆
乱
な
れ
ば
、
人
敢
て
信
敬
せ
ず
。
こ
れ
を
城
外
の
堀
の
中
へ
棄

に
け
り
。
天
正
年
中
、
松
浦
氏
、
此
城
に
龍
ら
れ
し
時
、
紀
州
根
来

雑
賀
の
逆
徒
、
近
隣
を
侵
し
、
既
に
岸
和
田
の
城
を
陥
さ
ん
と
す
。

か
、
る
時
に
、
城
中
に
ひ
と
り
大
法
師
あ
り
。
剣
術
妙
手
を
震
ひ
、

蝶
鳥
の
如
く
戦
ひ
け
れ
ば
、
逆
賊
、
大
い
恐
れ
、
四
度
路
に
な
っ
て

ぞ
敗
走
す
。
大
法
師
、
敵
を
追
ち
ら
し
、
忽
然
と
し
て
見
へ
ず
。
人

み
な
、
奇
也
と
す
。
軍
散
じ
て
後
、
城
主
、
時
々
、
鮪
の
堀
に
浮
む

を
見
る
。
こ
れ
奇
怪
也
と
て
、
多
く
人
数
を
以
て
堀
水
を
探
ら
す
る

故
に
此
所
を
守
護
す
る
事
、
未
だ
嘗
て
や
ま
す
は
、
又
城
主
の
危
き

を
救
ひ
大
敵
を
防
ぐ
、
然
る
に
、
殺
害
を
厭
ふ
が
ゆ
ゑ
に
、
わ
が
春

属
の
大
鬼
王
を
使
し
、
只
君
に
戦
功
を
取
ら
し
む
る
（
傍
線
は
筆
者

加
筆
）

こ
の
点
で
い
え
ば
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
の
み
、
地
蔵
菩
薩
が
夢
告
で

次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

往
昔
の
軍
場
に
変
現
し
給
ふ
こ
と
、
更
に
妄
伝
に
は
あ
ら
ざ
り
し
、

と
て
お
の
／
、
舌
を
ふ
る
ひ
、
至
誠
に
敬
礼
し
あ
へ
り
け
る
、
遠
近

の
諸
人
、
こ
の
事
を
聞
伝
へ
、
誰
す
、
む
る
と
も
な
く
し
て
、
結
縁

雲
集
し
ぬ
、
さ
て
仏
工
功
終
り
て
、
後
々
の
諸
人
の
疑
闇
を
決
明
せ

ん
為
に
、
と
て
鉄
抱
の
痕
一
と
こ
ろ
修
補
に
及
は
ず
し
て
残
さ
れ
た

り
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
。
）
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元
和
の
初
大
坂
御
陣
の
時
、
本
尊
を
奉
持
し
給
ひ
、
国
師
の
上
足
廓

山
・
了
的
に
本
尊
の
供
奉
を
仰
付
ら
る
。

か
く
て
茶
臼
山
の
後
陣
営
に
て
両
僧
を
召
さ
れ
、
し
は
ら
く
御
法
話

の
折
か
ら
陣
前
の
戦
始
り
て
、
両
陣
勝
負
の
注
進
し
き
な
み
の
こ
と

く
な
る
に
、
味
方
の
御
陣
よ
り
黒
糸
威
の
鎧
着
た
る
法
師
弐
者
壱
人
、

敵
陣
に
駆
入
て
獅
子
奮
迅
の
い
き
ほ
ひ
を
な
し
、
神
変
不
測
の
働
を

な
す
も
の
あ
り
。
誰
と
見
当
た
る
も
な
か
り
け
れ
は
奇
異
の
事
に
お

ぼ
し
め
し
、
も
し
や
仏
神
の
加
護
に
も
あ
ら
ん
と
本
尊
を
拝
覧
あ
ら

せ
ら
れ
し
に
、
本
尊
の
全
身
汗
は
み
、
御
背
に
御
庇
あ
り
け
る
に
そ
。

「
さ
て
は
本
尊
の
御
加
勢
な
る
も
の
そ
」
と
深
く
御
感
信
あ
り
て
、
い

よ
Ｉ
、
利
生
を
仰
か
せ
給
ふ
。

こ
の
場
面
で
は
、
法
師
に
変
化
し
た
阿
弥
陀
如
来
が
戦
っ
た
だ
け
で
な
く
、

念
持
仏
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
が
背
中
に
鉄
砲
傷
を
負
っ
て
い
る
こ
と
に
徳

川
家
康
が
気
づ
き
、
信
仰
心
を
厚
く
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
展
開
は
、
蛸
地
蔵
の
利
益
を
伝
え
る
「
利
益
集
」
と
同
様
の
展
開
に
な（

Ｈ
）

っ
て
い
る
。
な
お
、
曽
根
原
理
氏
は
「
増
上
寺
に
お
け
る
東
照
権
現
信
仰
」

の
中
で
、
黒
本
尊
信
仰
は
、
「
遅
く
と
も
十
八
世
紀
後
半
の
増
上
寺
に
お
い

て
、
神
仏
一
致
の
立
場
か
ら
阿
弥
陀
如
来
（
黒
本
尊
）
と
東
照
権
現
（
家

康
）
を
結
合
さ
せ
た
信
仰
の
生
み
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
戦
国
期
に
お
け
る
武
将
た
ち
の
信
仰
を
経
て
、

「
地
蔵
菩
薩
利
益
集
」
成
立
以
前
か
ら
、
神
仏
が
参
戦
す
る
こ
と
に
は
問
題

視
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
蛸
地
蔵
縁

起
絵
巻
」
は
、
神
仏
の
参
戦
す
る
こ
と
を
書
き
換
え
、
避
け
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
元
禄
期
成
立
の
「
地
蔵
菩
薩
利
益
集
」
、
「
泉
州
志
」
、
「
和
泉
名
所

図
会
」
よ
り
も
後
、
つ
ま
り
、
地
蔵
菩
薩
の
参
戦
が
殺
生
に
あ
た
る
と
捉

え
た
時
代
に
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
が
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で

き
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
得
群
上
人
が
地
蔵
菩
薩
を
天
性
寺
に
安
置
し
た
折
の
、
岸
和

（
３
）
得
蕃
上
人
が
地
蔵
菩
薩
を
天
性
寺
に
安
置
す
る
場
面

8４

菩
薩
が
参
戦
す
る
こ
と
で
、
殺
生
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
に
基

づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
地
蔵
菩
薩
が
参
戦
す
る
こ
と
が
仏
教
教
義
に
お
い
て
問
題
視

さ
れ
て
い
な
い
例
と
し
て
、
増
上
寺
・
安
国
殿
に
安
置
さ
れ
る
阿
弥
陀
如

来
（
通
称
「
黒
本
尊
」
）
の
伝
承
を
挙
げ
る
。
恵
心
僧
都
作
、
徳
川
家
康
の

念
持
仏
と
伝
え
ら
れ
る
、
こ
の
阿
弥
陀
如
来
の
利
益
認
を
伝
え
る
「
護
国

殿
黒
本
尊
略
記
」
に
は
、
大
坂
の
陣
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
如
来
が
戦
っ
て

い
る
様
子
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。



一
こ
ろ
根
来
雑
賀
の
者
ど
も
一
黛
し
て
、
こ
の
城
を
せ
め
ん
と
て
お

し
よ
せ
、
稲
麻
竹
葦
の
ご
と
く
う
ち
か
こ
み
、
鯨
波
や
ま
を
う
ご
か

し
、
父
誕
日
に
か
、
や
き
て
、
敵
（
て
き
）
み
か
た
た
が
ひ
に
骨
を

「
和
泉
名
所
図
会
」
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
は
、

七
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
の
制
作
意
図

「
利
益
集
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
地
蔵
菩
薩
利
益
を
語
る
こ
と
を
主
た
る
目

的
と
せ
ず
、
他
の
目
的
を
も
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
の
制
作
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
に

「
蛸
地
蔵
」
の
通
称
に
み
ら
れ
る
「
蛸
」
に
注
目
し
た
い
。

「
利
益
集
」
の
合
戦
の
場
面
に
お
い
て
は
、
「
蛸
」
は
登
場
せ
ず
、
地
蔵

菩
薩
が
変
化
し
た
「
大
の
法
師
」
が
一
人
で
戦
い
、
岸
和
田
を
守
護
す
る
、

地
蔵
菩
薩
利
益
認
と
な
っ
て
い
る
。

又 く
だ
く
と
こ
ろ
に
何
と
も
な
く
大
の
法
師
一
人
、
忽
然
と
あ
ら
は
れ

い
で
、
識
棒
を
も
っ
て
さ
ん
人
、
に
た
、
か
へ
り
、
寄
手
こ
れ
を
お

っ
と
り
こ
め
て
、
大
刀
長
刀
に
て
わ
た
り
あ
ひ
、
我
う
ち
と
ら
ん
と

ひ
し
め
け
ど
も
、
蝶
鳥
な
ど
の
ご
と
く
に
手
に
も
と
ま
ら
ず
、
さ
ん

人
、
に
お
い
ち
ら
さ
る
、
敵
又
は
せ
あ
つ
ま
り
て
う
ち
よ
す
れ
ば
、

田
城
主
を
み
る
。
「
地
蔵
菩
薩
利
益
集
」
に
は
「
松
平
周
防
守
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
得
器
上
人
が
天
性
寺
を
建
立
し
た
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
に

城
主
を
務
め
た
人
物
と
合
致
し
て
い
る
。

一
方
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
は
、
「
小
出
播
磨
守
」
と
し
、
「
泉
州
志
」

は
記
述
せ
ず
、
ま
た
、
「
和
泉
名
所
図
会
」
で
は
「
松
浦
氏
」
と
な
っ
て
い

る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
に
比
べ
て
、
「
利
益
集
」
、
「
泉

州
志
」
、
「
和
泉
名
所
図
会
」
に
は
ほ
と
ん
ど
史
実
と
の
相
違
や
、
展
開
に

矛
盾
が
な
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
「
蛸
地
蔵
縁

起
」
と
「
和
泉
名
所
図
会
」
と
の
共
通
性
も
う
か
が
え
る
。

こ
こ
で
、
「
和
泉
名
所
図
会
」
の
典
拠
と
す
る
、
「
寺
記
」
を
「
蛸
地
蔵

縁
起
絵
巻
」
と
考
え
る
と
、
暴
風
津
波
に
お
け
る
救
済
や
、
夢
告
の
場
面

の
欠
如
、
合
戦
に
参
戦
し
た
の
は
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
か
ら

明
記
す
る
な
ど
、
異
な
る
点
が
多
い
。
さ
ら
に
「
和
泉
名
所
図
会
」
に
「
松

浦
氏
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
の

制
作
に
は
「
和
泉
名
所
図
会
」
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

自
在
に
見
え
け
れ
ば
、
寄
手
も
ふ
し
ぎ
の
思
を
な
し
、
今
は
は
や
責

あ
ぐ
み
け
れ
ば
、
を
の
／
、
一
ま
づ
引
と
ら
ん
と
評
定
す
る
に
、
中

に
も
又
す
、
み
出
て
申
け
る
は
、
こ
の
ご
ろ
度
／
～
の
合
戦
、
白
昼

8５



地
蔵
菩
薩
が
岸
和
田
を
守
る
べ
く
戦
っ
た
と
い
う
利
益
識
の
後
に
、
蛸
が

堀
に
浮
か
び
、
堀
を
さ
ら
う
と
地
蔵
菩
薩
を
発
見
し
た
と
い
う
、
蛸
が
地

蔵
菩
薩
と
と
も
に
戦
っ
た
こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
展
開
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
な
お
、
そ
れ
を
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
は
ふ
ま
え
て
、

一
方
、
「
和
泉
名
所
図
会
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

法
師
を
討
取
ん
と
す
る
時
に
、
こ
、
に
海
辺
俄
に
鳴
動
し
、
数
千
の

蛸
集
り
会
て
、
口
よ
り
黒
き
物
の
毒
気
を
吹
か
け
し
か

徒
、
近
隣
を
侵
し
、
既
に
岸
和
田
の
城
を
陥
さ
ん
と
す
。
か
蕊
る
時

に
よ
す
れ
ぱ
こ
そ
、
か
、
る
法
師
に
ふ
せ
が
れ
ぬ
、
い
ざ
や
暗
夜
に

し
の
び
よ
り
て
、
一
夜
討
し
て
見
ん
と
い
ひ
け
れ
ば
、
此
議
も
っ
と

も
な
り
と
同
じ
て
、
或
夜
し
の
び
Ｉ
、
に
城
ち
か
く
お
し
よ
せ
て
、

鏡
を
ど
っ
と
つ
く
り
け
る
に
、
城
中
周
章
、
弓
よ
や
り
よ
と
ひ
し
め

き
て
上
を
下
へ
と
か
へ
し
け
る
う
ち
に
、
そ
れ
と
は
な
く
城
中
に
お

な
し
く
鯨
波
を
あ
は
す
る
こ
ゑ
、
い
か
づ
ち
な
ど
の
ご
と
く
に
し
て
、

又
櫓
／
～
よ
り
手
／
～
に
百
子
の
松
明
を
な
げ
出
し
、
弓
箭
兵
杖
を

帯
せ
し
武
者
、
い
く
重
と
も
な
く
立
か
さ
な
り
て
、
雨
の
ふ
る
ご
と

く
に
矢
を
い
か
け
け
れ
ば
、
寄
手
案
に
相
違
し
て
か
勘
る
大
勢
の

こ
も
り
て
、
し
か
も
か
く
き
び
し
く
ふ
せ
が
ん
に
お
ゐ
て
は
、
身
方

い
か
で
か
勝
利
を
う
べ
き
と
い
ふ
程
こ
そ
あ
り
け
れ
、
我
さ
き
に
と

引
し
り
ぞ
き
て
、
と
か
く
此
城
責
落
ん
事
は
か
な
ふ
ま
じ
と
て
、
を

の
ノ
ー
本
所
へ
か
へ
り
け
る
、
か
く
て
城
内
に
は
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ

軍
に
う
ち
か
ち
ぬ
る
事
、
こ
れ
た
曾
事
に
あ
ら
ず
、
（
傍
線
は
筆
者
加

筆
。
）

天
正
年
中
、
松
浦
氏
、
此
城
に
龍
ら
れ
し
時
、
紀
州
根
来
雑
賀
の
逆

に
、
城
中
に
ひ
と
り
大
法
師
あ
り
。

く
戦
ひ
け
れ
ば
、
逆
賊
、
大
い
恐
れ
、

大
法
師
、
敵
を
追
ち
ら
し
、
忽
然
と

と
す
。
軍
散
じ
て
後
、
城
主
、
時
々
、

線
は
筆
者
加
筆
。
）

と
、
蛸
が
参
戦
す
る
様
子
を
具
体
的
に
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
蛸

の
存
在
に
注
目
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
は
合
戦
当
時
の
岸

和
田
城
主
の
信
仰
に
こ
た
え
る
べ
く
戦
う
と
い
う
、
「
利
益
集
」
の
よ
う
な

地
蔵
菩
薩
利
益
を
表
す
文
脈
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

次
に
、
「
利
益
集
」
の
み
に
み
ら
れ
る
場
面
に
注
目
し
、
縁
起
絵
巻
制
作

の
意
図
を
考
察
し
た
い
。

城
主
、
時
々
、
鮪
の
堀
に
浮
む
を
見
る
。
（
傍

8６

あ
り
。
剣
術
妙
手
を
震
ひ
、
蝶
鳥
の
如

い
恐
れ
、
四
度
路
に
な
っ
て
ぞ
敗
走
す
。

忽
然
と
し
て
見
へ
ず
。
人
み
な
、
奇
也



た
と
述
べ
て
い
る
。

「
利
益
集
」
で
は
、
小
出
大
和
守
が
城
主
で
あ
る
時
、
合
戦
の
目
的
を

「
羽
柴
秀
吉
の
た
め
」
と
述
べ
、
そ
の
後
、
松
平
周
防
守
が
城
主
の
時
に

「
池
の
尻
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
安
置
し
た
地
蔵
菩
薩
が
朽
ち
果
て
て
し
ま
つ

そ
の
、
ち
松
平
周
防
守
在
城
の
時
、
い
さ
、
か
ゆ
へ
あ
り
て
、
こ
の

地
蔵
堂
を
近
村
池
の
尻
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
う
つ
さ
る
、
か
く
て
星
霜

と
し
ふ
り
て
霊
像
も
や
、
く
ち
そ
ん
じ
さ
せ
給
ひ
、
堂
宇
も
破
壊
に

な
ん
／
、
と
す

う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
の
成
立
時
期
は
、
「
和
泉
名
所
図
会
」
刊
行
の
寛

政
八
二
七
九
六
）
年
以
降
で
あ
り
、
改
装
が
行
わ
れ
た
安
政
四
（
一
八

五
七
）
年
以
前
と
考
え
る
。
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
に
は
、
地
蔵
菩
薩
の
利

生
諏
を
語
る
の
み
な
ら
ず
、
徳
川
幕
府
に
対
し
て
配
慮
し
つ
つ
も
、
岸
和

田
城
史
を
伝
え
る
べ
く
制
作
き
れ
た
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
、
天
性
寺
に
つ
い
て
は
、
岸
和
田
市
立
図
書
館
蔵
「
地
蔵
万
人
講

会
募
縁
序
」
に
「
天
保
三
年
閏
十
一
月
」
に
「
火
災
に
か
、
り
て
御
堂
を

は
じ
め
庫
裡
書
院
ま
で
一
時
の
姻
と
の
ぼ
れ
り
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
火
災
に
よ
り
全
焼
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
境

内
に
置
か
れ
た
灯
舗
と
水
鉢
に
は
、
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
に
寄
進
さ

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
火
災
後
に
復
興
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
こ
と

を
裏
付
け
て
い
る
。
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
の
作
成
に
つ
い
て
も
、
火
災
以

降
に
、
「
和
泉
名
所
図
会
」
な
ど
参
考
し
つ
つ
、
縁
起
絵
巻
が
制
作
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
。

災
害
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
岸
和
田
市
の
過
去
に
起
き
た
自

（
腿
）

然
災
害
に
関
す
る
史
料
を
ま
と
め
た
「
岸
和
田
市
災
害
史
料
集
」
に
、
建

八
ま
と
め
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「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
に
は
、
こ
の
二
点
の
記
述
は
な
い
。
ま
た
、
「
蛸

地
蔵
縁
起
絵
巻
」
に
の
み
、
「
小
出
播
磨
守
」
在
城
の
時
、
地
蔵
菩
薩
が

「
白
法
師
と
変
現
し
て
い
て
、
往
来
の
男
女
頻
り
に
恐
れ
を
作
す
」
と
い

う
、
地
蔵
菩
薩
の
利
益
諏
か
ら
外
れ
る
展
開
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
に
は
、
中
村
一
氏
、
小
出
播

磨
守
、
小
出
大
和
守
と
い
う
、
羽
柴
秀
吉
の
縁
者
を
地
蔵
菩
薩
の
利
益
か

ら
排
除
し
、
さ
ら
に
は
、
徳
川
方
の
松
平
周
防
守
に
よ
る
地
蔵
菩
薩
を
城

外
へ
放
逐
し
た
記
述
も
排
除
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
地
蔵
菩

薩
が
城
外
で
悪
戯
を
し
た
時
期
が
秀
吉
の
縁
者
・
小
出
播
磨
守
で
あ
っ
た

と
す
る
展
開
は
意
図
的
で
あ
り
、
徳
川
幕
府
に
対
す
る
政
治
的
配
慮
を
も



【
注
】

（
１
）
「
国
文
学
」
九
八
号
（
関
西
大
学
国
文
学
会
、
二
○
一
四
年
三
月
）

（
２
）
大
漂
研
一
・
仁
木
宏
編
「
岸
和
田
古
城
か
ら
城
下
町
へ
中
世
・

近
世
の
岸
和
田
」
（
和
泉
書
院
二
○
○
八
年
）

（
３
）
注
（
２
）
に
同
じ
。

（
４
）
注
（
２
）
に
同
じ
。

（
５
）
塙
保
己
一
編
「
群
書
系
図
部
」
第
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一

九
八
五
年
）

（
６
）
岸
和
田
市
教
育
委
員
会
編
「
岸
和
田
城
と
岡
部
家
」
（
岸
和
田
市
教

育
委
員
会
、
二
○
一
一
年
）

（
７
）
岸
和
田
市
史
編
ざ
ん
委
員
会
編
（
岸
和
田
市
、
一
九
九
六
年
）

（
８
）
注
（
６
）
に
同
じ
。

（
９
）
岸
和
田
市
立
郷
土
資
料
館
、
二
○
○
四
年

（
Ⅲ
）
注
（
６
）
に
同
じ
。

が
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
岸
和
田
藩
の
繁
栄
を
象
徴
す

べ
く
制
作
さ
れ
た
こ
の
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
一
巻
の
制
作
費
用
を
鑑
み

れ
ば
、
天
性
寺
の
寄
進
だ
け
で
は
難
し
く
、
文
化
政
策
を
進
め
た
藩
主
が

関
与
し
た
こ
と
を
も
想
起
で
き
る
。
岸
和
田
藩
の
政
策
と
、
縁
起
の
制
作

に
関
す
る
問
題
を
含
め
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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武
年
間
に
暴
風
や
高
波
が
岸
和
田
を
襲
っ
た
と
す
る
記
事
は
、
「
蛸
地
蔵
縁

起
絵
巻
」
以
外
に
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
和
泉
国
・
河
内
国
で
は
、
七

○
六
年
以
降
多
数
の
自
然
災
害
に
み
ま
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
中
で
も
江
戸
時
代
の
岸
和
田
は
、
大
雨
・
暴
風
・
地
震
の
被
害
が

多
く
、
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
に
は
、
小
出
氏
に
か
わ
っ
て
岸
和
田
藩

主
と
な
っ
た
松
平
康
重
が
岸
和
田
城
の
海
側
の
防
備
と
、
防
潮
堤
を
か
ね

て
、
本
町
の
光
明
寺
か
ら
堺
町
の
外
堀
ま
で
、
約
七
○
○
メ
ー
ト
ル
に
及

（
肥
）

ぶ
石
垣
を
築
い
て
い
る
。
こ
の
石
垣
の
一
部
は
現
在
も
残
っ
て
お
り
、
岸

和
田
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
か
ら
鑑
み
て
、
海
辺
で
あ
る
岸
和
田
に
居
住
す
る
人
々
に
と

っ
て
、
暴
風
と
高
波
か
ら
城
下
を
守
っ
た
と
す
る
地
蔵
菩
薩
利
益
諏
は
、

合
戦
の
な
い
平
和
な
時
代
に
生
き
る
人
々
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
命
に
関
わ

る
事
項
で
あ
り
、
こ
の
地
蔵
菩
薩
を
信
仰
す
る
所
以
と
な
っ
た
も
の
と
推

通
で
き
る
。

「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
と
「
利
益
集
」
の
本
文
の
異
同
が
多
い
点
か
ら

も
、
「
利
益
集
」
が
依
拠
し
た
、
天
性
寺
建
立
当
初
の
「
蛸
地
蔵
縁
起
」
の

存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
建
立
当
初
の
「
蛸
地
蔵
縁
起
」
が
、
普
承
・
口
承

に
よ
っ
て
、
「
蛸
地
蔵
」
伝
承
が
変
化
を
遂
げ
、
地
蔵
菩
薩
の
利
益
諏
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
「
蛸
地
蔵
」
に
救
済
さ
れ
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
た
岸
和
田

城
下
、
さ
ら
に
は
岸
和
田
城
の
歴
史
を
も
含
ん
だ
「
蛸
地
蔵
縁
起
絵
巻
」



井
上
智
勝
、
高
埜
利
彦
編
「
近
世
の
宗
教
と
社
会
２
」
（
吉
川
弘
文

（
ｕ
）
六
種
の
う
ち
、
（
２
）
「
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
」
以
外
は
、
注

（
１
）
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
（
２
）
に
つ
い
て
は
、
複
製
版
と
し

て
、
渡
浩
一
編
「
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
」
（
勉
誠
社
、
一
九
八
五

五
年
五
月
）

（
ｕ
）
井
上
桶

館
、
二
○
（

（
過
）
岸
和
扇

（
賂
）
注
（
偶

（
週
）
「
市
大
日
本
史
」
（
八
号
、
大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
、
二
○
○

年
）
雪

（
勉
）
一

九
月
）

岸
和
田
市
教
育
委
員
会
、
一
一
○
一
二
年
三
月
。

注
（
６
）
に
同
じ
。

（
付
記
）

小
稿
は
、
関
西
大
学
国
文
学
会
（
二
○
一
三
年
一
二
月
一
四
日
於
・

関
西
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

が
あ
る
。

二
○
○
八
年
）

「
仏
教
民
俗
研
究
』
（
第
六
号
、
仏
教
民
族
研
究
会
、
一
九
八
九
年

所
収

（
つ
じ
ょ
う
じ
／
本
学
大
学
院
生
）
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